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ゴー タマ ・ ブ ッ ズ ダ の 生涯 の 中 で も 『 郊 天 勧 。 』 と よ ば れる 出来 事 は 公立 の 
そもそも の 軸 発 点 と し て 重要 な 役割 を 手 え られ 多様 な 変 容 を 従 りな ヵ が ら 名 部 派 
に 伝承 され た 。 後 の 大 乗 仏 雪 に お いて は 新た な 選 的 展開 を 送 げ る が 本 稿 で は 
小乗 部 派 た 伝わる 比較 的 古い 文献 を 中 心 に その 原型 を 銚 る 。 対象 と な る 文献 は 5 
rp 中 」 1 1 

(根本 ) 説 一 切 有 部 : 1. Dirghagama, 生生 D 季 '8。1 一 18 (Ed. 
WArpscnMrpr 108 一 120。 440 一 442) 一 衆 許 摩 詞 帝 経 (大 正 ! 952c 一 953a). 2. Malasa- 
rvastivadin Vinaya, Sanghabhedavastu [SBV] (Ed. GNorr I 128 一 130) = 根本 説 一 切 
有 部 昆 奈 耶 破 信 事 (大 正 XXIV 126bc): 大 符 度 論 (大 正 XXV 63ab). 一 一 W. Pali: 1. 
Samyutta-nikaya [S] vi Brahma-samyutta 1,1 ayacanam (Ee 1 136 一 138). 2. 
IMajjhima-nikaya [ 凌 ] 26 Ariyapariyesana-sutta の 一 部 (PEe 1 167 一 169) =ーM 85 
Bodhirajakumara-sutta の 一 部 (Be H 93)。 3. Vinaya [Vinm]i. Mahavagga 5,1 一 13 
Brahma. -yacana-katha (Ee 1 4 一 7). 4. Digha-nikaya [D] 14. Mahapadana- Sutta 3 1 
7 (Pe 35 一 40). 5. [注釈 文献] Ja&takatthavannan3, Nidanakatha の 一 節 Be エ 
81). 2 [対応 漠 訳 ] : [Vin= ] 五 分 律 [ 化 地 部 ] (大 正 XXI 103c 一 104) [D-] 長 阿 
含 経 大 本 経 (法蔵 部 ] (大 正 I 8bci ロー4 の ゆる い 対応 : ] 四 分 律 [法蔵 部 〕 (大 正 
XXI 786b 一 787b) : 増 一 阿 含 経 19, 1 勧請 品 (大 正 I 593ab): 仏 本 行 集 経 (大 正 805c 
ー8073): 過去 現在 因果 経 (大 正 還 642c 一 643a). 一 甘 . 仏 伝 ①: 1. Mahavastu 
[Mn] [大 衆 間 説 出世 間 部 Ed. SENART 年 313 一 319). 2. Lalitavistara [Lal] [大乗 
系 〕 (Ed. LEFMANN T 392 一 400, 6E ScHUBRING, Zum Lalitavistara Asiatica, Fs 


WigrrgR。610 一 615) = 広大 非 厳 経 (大 正 602c 王 6059). ーー WP 仏 伝 ②) 多 天 勧 請 
と 帝釈 富 説 法 の 融合 形 : 1. 太子 麗 応 本 起 経 (大 正 M 479e 一 480c). 2. 普 星 経 ( 大 正四 
訳 と 癌 訳 の の る 


527a 一 528c)。 一 一 V. 仏 伝 (3): Buddhacarita xiv 95 一 103 (Tibet 訳 
が 異同 あり ) : 人 所 行 讃 (大 正 W 27be). ' 
イン ド 側 の 資料 を 欠く W Y を 除外 し: Pali, Skt 全 version に 共通 の 航 は 
次 の 通り : A. 世 尊 は 成道 後 、Uruvela/Uruvilva の Nerafjara/Nairamjana 河 
Me に 洗 潜 し て 独居 を 楽し み , 自ら の 悟っ た 真理 は 深遠 難解 に 過ぎ る 
で 読 活 は すま いと 考え る B. 世界 の 小 亡 を 危 代 する Brahma 神 D が 基 天 界 か 
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ら 来 た り , 衆生 の 多様 性 を 説い て 説法 を 勧請 , C. 世 尊 は 仏 眼 を も っ て 観察 し , 
SR ( 革 の 比較 ) を 認識 し て 慈悲 を 垂れ , 説法 を 家 言 天 は 豆 
で 姿 を 消す 。 以 上 の AーC は 定型 表現 を 中 , と する 散文 で 知ら れ , 常に Sloka 
『 和 2 傷 と Tristubh [Tri] . 只 偶 宅 伴 2 ・ Sl. 1 一 2= 9 の 22 (A の 総括 ) : 
Tri. 1= 区 天 の 勧請 の 言葉 (B): Tri. 2= 世 尊 の 説法 の 宣 言 (CO?。 こ の 散文 定型 
名 4 偶 の 骨格 を 基礎 に , 各 グ ルー プ に お ける 発展 の 様相 を け 析 す る (下図 参照 ) 。 
-1.1. 第 1 グル ー プ の 欧 天 勧請 話 ? は 最も 単純 な 形 を 示し , 上 記 の 骨格 要素 の 
みか ら 成 る 。 舞台 は 世 導 が 成道 後 3 週間 目 に 菩提 樹 下 に お いて 12 支 緑 起 を 認識 し 
た 直後 で ある 。 散文 人 と B の 前 半 に 続い て 印 天 が 1ri. 1 で 説法 を 勧請 し , 世 尊 
は S1. の 2 偶 で 否定 的 に 答え る 。 再 び 燃 天 の 言 葉 CB の 3 秋 半 ) と な る が , 文 の 緒 
き 具 合 が や や 不 自然 で ある 。 上 生 の 資質 の 多様 性 を 蓮 の 比較 と と も に 詳 詳 す る の 
は 他 version と は 異な り B の 槍 天 の 言葉 の 中 で ある (C で は 簡単 な 繰り 返し の みろ )。- 
1.2 天 勧請 に 先立つ こと 3 週間 前 , 硫 天 の 人 枚 属 二 神 (zzZAZy7ze eyg7e) が 
Arya の 各 一 偶 を も っ て 成道 直後 の 世 尊 に 活動 を 促し , 世 尊 が Sloka 3 作 で 耕 定 
的 に 答え る 話 が ある : CPS 1,1 一 12 G. 74 一 79, 434f.)=SBV b. 121f. (= 摩 詞 帝 経 
p.951ab: 根本 律 p. 125a)。 内 容 も 神 名 も 欧 天 勧請 と 重複 する 点 が ある が , 同じ 8 
1 類似 の 話 は 第 2・ 第 3 グル ー プ に も 見 られ , 共通 の 起源 を を 用 わ せる 。 
_ Pa の 徹 天 勧請 (G。M, Vin, D)? は 基本 的 に は 同一 Version で あり . 文 
の 本 る ませ や と Vin と D で は 世 尊 は 二 度 担 絶 し 。 抑 天 は 三 度 勧 
請 を 繰り 返す が , 怒 出 の 散文 と 信 を 反復 する だ け の 機械 的 拡張 で ある 。 単独 経 で 
ある S (成道 直後 の Ajapala-nigrodha 樹 下 ) が 最も 原型 に 近い 。M は 同じ 話 を 世 尊 
の 回 想 の 中 で Uruvela の Senanigama で の 出来 事 と し て 述べ る 。 Vin は 成道 後 
5 週間 目 の Ajapala- nigrodha 樹 下 の 出来 事 と し , D は 過去 仏 Vipassi の 生涯 の 
中 に 場所 は 特定 せ ず 一 部 改変 し て 述べ る ?。 話 の 展開 は 上 記 の 骨格 と 基本 的 に 同 
じ で , SL 2 偏 は A 末 に 現れ る ?。 顕著 な 改変 は Tri. 1 の 後に 加 を られ る 郊 天 の 
2 人 性 で ある 。 一 つ は Tri./Jagati の 6 pada か ら 成 り , Itivuttaka [It] No. 38 
CEe 31 一 37 の 第 3 偶 を 僅か に 変え た も の で あり め 9, 第 二 は S xiSakkasamyutta, 
2,7 Vandana (Be i 233f.) の 第 2 偶 と 同一 で ある 。S の 同 所 は 然 天 と 和 帝 息 天 と 
が 各 1 性 を も っ て 世 尊 の 活動 を 促す 内 容 で , 一 見 不 規則 な SL/Tri. は Arya か 
耳 も の で あり 。 第 1・ 第 3 グル ー プ の Arya 傷 と 一 致す る め 。 「 
_-MVvu は 4 つの 異 話 を 重複 や 志 盾 を 残し た まま 列 源 する (Ajapala-nyagro- 
dha 構 D。 第 1 話 : A と SI 1 一 2 の み 。 第 2 話 : A に 続き , 天 と 帝釈 天 が 多 
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く の 神 々 と 共に 世 尊 を 訪れ , Arya 各 1 偽 で 活動 を 促す が 拒否 され る 。 第 3 話 : 


弥 天 が 独り 世 尊 を 訪れ 第 2 話 第 2 傷 と 同じ Ary& で 語り か け , 世 尊 は 第 1 話 第 
1 偶 と 同じ SL で 拒否 する 。 第 4 話 : Magadha の 人 々 に 悪 思想 (一 種 の 終末 論 ) や 
が 発生 世界 の 破滅 を 恐れ た 区 天 が 痢 り 選 導 を 訪れ Tr 1 を 語る 2 世 尊 は 世間 
を 観察 し て 衆生 に 3 種 を 区 別 し , 中 位 の 人 々 の た め に 説法 を 決意 , 1ri. 2 を 語る 。 
3.2. Lal も 異な る 3 話 か ら 成 る が , 時 間 的 ・ 論 理 的 に 一 革 し た 整然 た る 構成 
を 示す 。 多 数 の 侯 が 新作 され ,。 Myu と 共通 の 材料 を 用 いた 文学 的 改作 と いえ る 
(Tarayana 樹 下 )。 第 1 話 * A, B を 基 に 新しい 16 但 (Tri./Jag. と Puspitagra 的 傾向 
の Aupacchandasaka) ぅ 世 尊 は 沈黙 に よっ て 応 諾 。 第 2 話 ・ 世 環 の 心 は 再び 拒否 に 
傾く : A, B に 続い て , 釣 天 と 帝釈 天 が 全 神 々 を 伴っ て Arya 各 1 偶 で 説法 を 促 
す が , 世 尊 は S1. 1 一 2 で 拒否 。 第 3 話 : Mvu 第 4 話 に 類似 する が , 次 天 の Trt 


1 の に 12 介 (Tri./Jag.) dL 


( Ri Pali ecoh 志 関 1 re 訂 
CPS・SBV Paihi Mt 呈 し ah 


り 誠 PE 
A・ * 新 8 偶 
B・ 新 8 偶 ・ 


島 ・FriC 
追加 信 1 
(Tri/Jag.) 


第 2 話 iA で 


拓 大 勧請 :Al 


「 追加 偶 2 第 3 話 :A Arya 1・2 
1B 前 半 ・Tri1| | 大 本 (Arya 2) Arya 2*St2| | S1.2:1. 2 
- C・Tri.2 | 第 4 話 :Tri, 1 | 第 3 話 :Tri.1 


Ln の 6 


新 12 偶 ・C・ .Tri の 


以上 の よう な 分 析 か ら 次 の よう な 「 郊 天 倫 の 基 本 構造 が 導 か れる 。 第 一 の 
中 核 : 散文 A と SL の 2 偶 と か ら 成り 。 説法 せ ず に 隠 接 し よう と いう 世 尊 の 考え 
の 表明 。 第 2 の 中 核 : 散文 B・C と Tri. の 2 偶 か ら 成り , 世 到 と 部 天 と の 対話 を 
内 容 と する 。 こ の 二 つが 結合 し た と ころ に 多 天 勧請 の 基本 形 が 成立 し , 全 ver- 
sion を 通じ て 確立 し て いる 。 他方 , 二 神 ( 認 ら く 釣 天 と 帝 天 ) が 禅定 に 洗 潜 する 
世 尊 に 世間 で の 活動 を 促す と い う motif が Arya の 2 偶 と と も に 成立 し , ある い 
は 単独 の 経典 ③ 1 xi 2. や 独立 の 一 節 (CPS・SBV : 交 天 休 必 二 神 の 話 ) と し て 残り , 
ある い は 「 逆 天 勧 請 」 の 中 に 1 但 の み Pai My 第 3 語 ), また は 全体 的 に (Myvu 
第 2 話 。 Lal 第 2 話 ) 吸収 され た と 推定 され る 。 結 合 の 仕方 は 別 と Je て, [基本形 」 
も 「 二 神 と Arya 傷 の 話 」 も (根本 ) 説 一 切 有 部 ・ セイ ロン 上座 部 ・ 大 上 徐 部 を 通 

ゃ 人 2 一 


(70 ) 『 交 天 勧請 』 の 原型 ( 阪 本 ) 

て 見 出さ れ , 根本 分 裂 以 前 の 共通 の 源泉 に 遡る と 思わ れる 。 第 1 の 中 桜の 内 容 
(説法 叶 踏 ・ 隠 棲 唱 ) が 後 の 発展 し た 仏陀 観 か ら 見 る と 不都合 に な っ た と 思わ れ 
る に も か か わら ず , 定型 句 的 な 散文 と 傷 が 全 version に 顕著 な 一 致 を も っ て 現れ 
る こと は , この 部 分 の 極め て 吉 い 成立 を 示唆 する 。 ま た , 欧 天 と 世 尊 と の 対語 の 
生 二 に は 成立 当時 の で が 捧 方 の 時 想 状 沈 " 人 上 性 神 和 『Biahimat どの 科 還 和 告 説 の 
成立 , 終末 論 人 な ら の 反 也 が 想定 され る か も 知れ な い ゆ 。 1 


1) 1, 2 の S6072 が 27 HI 72 が 2 Sg27 の 277 (D 460 7272- 
NN (Lal S&7 っ つう 
2) Pali を 中 心 に 他 Yersion 人 は 重要 な 点 の みみ 注記 ) TSL 9 136= M 168= Vin 1 
5ーD W 36= 38 局 cce722 226 977g97272/ が 27226 92772 _ 79425s27722/7go- os の - - の g7e7c77/ 
222 の 52220 ss の 20970//「 苦 難 の 道 を 通っ て や っ と 私 が 理解 し た こと を 今 説 く 
の は や め て お こう . 欲望 と 憎悪 に 打ち 負 か さ れ だ た 人々 に この 教え は た や すく 悟 れ る も 
の で は な い 」. a. na-vipula: b. ヵ (⑫⑰ の 位置 お よび 6727 十 inf. が 2/27 填 instr. の 価 
値 で 用 いら れる の は 異例 : CPS AZ/2 02272 の Z627772 ヵ 4 と SBV '477o 20722267 
の Z2927y2 227 は 二 次 的 jd. S-D -92》- (= ニ CPS・SBV) は cadence を 不 規 財 に する 
[S1. 2] S 1 136=M 1 168= ニ Vin 1 5=D_.H 36 三 38.. カ 2725072g の 72272 762 の 2772977/ 
720727972 92725 の 72 7222/7 の gg の -79772 26 7267277/72720- ん 2729672 の @72772// [流れ 
_ 人 逆 ら い 行 く 微妙 で 深遠 で 見 難く 微細 な [この 教え ] を 欲望 に 染め られ 闇 の 塊 に 履い い 
包ま れ た 人 々 は 見 な い で あろ う 」. a. initial resolution, bha-yipulai SBV “* (27722//77777772 
は 二 次 的 . CE. 「 流 れ を 遡り 天界 に 至る 」 Jaiminiya Brahmana 2.298 (の yg77 の 7 
79272...)) 3。 150 (27 カル 77 の 2 S297972 70&222 @70@72.. 0 hid 
[Tri. 1] S1 137=M I 168=Vin 1 5 OD 欠如 , 話 5 参照 ) 7277 2052 7222p6 の es 
の 0 の 6/ の 77220 の 8970 Ss726762 CZ227270/2 カ 2 が 27  @7272 77272SS の の 727277777777 
47222277 07222762 の 7209 が 2//「 か つて マガ ダ の 人 々 の 間 に は 汚れ ある 者 者 達 に よ eS 
て 考え られ た 不浄 な 教え が 出現 し た . この 不死 へ の 門 を 開け . 汚れ な い 者 に よ っ て 惜 
られ た 教え を 人 々 は 聞く よう に 」, a. 第 2 将 飾 U, break UUWU。 Pa. Mvu 2o57 
- [aor.] に 対し CPS・SBV・Lal 5z222 [perf.]。 Lal 2220 は 2227 か ら (KERAN 
SBE 21。 p. xi)j b. Jag.) c. 2 が 2-2720-77 の 非 Skt 的 合 令 法 : Paji 2 の の の 27 の CFS 
還 2727/277AY/// SBV 62"。 Lal 2 に 。 MYvu は 二 次 的 に 過去 分 詞 2 ヵ の 227726: d. break 
一 UU 一 (hyper-Tri.). Cf.「 不 死 へ の 門 を 開く 」 は 1t 80, Vv v 14,27 : [天界 …」 
227227 807g の 7 の の 77977 Mahabharata 6, 17, 8: sogZg6- の の 2777 972277222 Bhagavad- 
- g1ta 2.32 (IMBh 6,24, 32) js22Zg の 2- の 22Z972 77 sg727 の 272 MBh 12。 263, 45. 
[Tr 21. SI 138=M.l 169 あ int 7=D.I 39 6 の 7 の 7e572 の 22 の 7255 の 9 の" の 7g/ 
7 の 2 SO722 の 727 の 2227c の 9777 52d2g/92975 な - -S67722 の 2 の 2 70 の 0777772777777 
ヵ 2277272 27652 が 2 が 6//「 彼 ら に 対し て 不死 へ の 門 は 開か れ た . 聞く 耳 あ る 人 々 
は 信仰 を 発せ よ . [説法 し て も 理解 され な い の は ] 燃 い で ある と 思い , 真直 で 岩 高 な 
- 数 え を 私 は 人 々 に 語ら な か っ た の だ , 類 天 よ 」. a. break “一 UUU (hyper-Tri.)。 
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-  CPS・SBV fut. 222gg72576/22 の 7 ) -b, break 一 り 一 : c. 6259-s9777 は 散文 A 5 
ーー 巡 226 655 の 7927es の 2 に 対応 。 計 秋 は AZ72-02c@-A2722297 の -5 の 7727. D. 472422C72727 一 77S- 


sg77e2776 (Buddhaghosa 誕 ) : が の -7426 も の 2-577 も 原義 「 自 己 の 内 部 に ある も の を 外 


放っ 」 か ら 「 捨 て 示 る 」 だ け で たく 「 発 する 。 起こ す 」 の 意味 で も SktrPai を 人 


じ て 用 いら れる (272cSS4 Sg72 Sn 1146c [sgdgZ7g 6202726CC7470: oh-a ]。 
2 の cg72 の 97272ce ZSG7672 2767 Sn 973c 王 Nidd 1 503f. 三 Ja I 177, 4222 927772 
_ 6 が 70227272 の 724272c6 Ja TV 226, 2779 の Z7224776C267 S の 7 の 72 Ram8yana 2。 9O, 23、 22- 


_ 7 は PVW 参照 )、 こ の 人 箇所 は text の 異同 が 大 きい : CFS が 70977 5769742 | 信 


じ て 喜 べ 」, SBV zzgzg77 AZ を s24「 疑 念 を 除け 」. Mvu の 作 は 異例 の 5 pada か 
ら な り , e は Tri. 1b と 同一 。 b は 韻律 的 に 不 規則 。 更に の 7679-5276- が cd に 
2 回 続け て Pahi・CPS・SBV と 異な る 文脈 で 用 いら れる : @⑰ の 2077974 7%@ の 727755g 
_@ の 27974/076746 72」 の 29909747274 6 570774- 7 人 7727777778 が 4224740 の 7 27g7- 
S972777 の 22/07679-S747770 ぐ > の 7 の g7220 @02757/ の 727220 95270 222g6637 2772929// 
「 不 死 へ の 門 が 私 に よっ て 開か れ た , 類 天 よ . 世 環 の 言葉 を 聞こ うと 欲す る 者 達 は 雪 
意 あ る (2Ze が 2-sg2272272) 信仰 を 捨て よ . か つて マガ ダ の 人 る 々 の 間 に は 不浄 で 害 意 
ある 邪 な (の ego) 教え ん が あっ た 」. これ は Fali の 如き 原形 か ら 二 次 的 に 月 れ た も 
の で 。 その 際 $ygdg が 2 が 226cg276 [信仰 を 発せ よ 」 が 「 信 仰 を 捨て よ 」 と 再 解釈 
され た の で あろ うら . Lal は Myvu に 基き 整え ら た 形 で ある (Z76 の 39747 . WM 2 の 


ーー の 6e7 が 2-s6227226「 割 心 な い 者 と な っ て 信じ て [不死 へ の 門 に 」 入る 』).。 
3) 漢 訳 で は SL 2 偶 が 大 毎度 論 と 根本 律 で 1 履 に まとめ られ , 訂 到 に は 欠如 根 


本 律 と 魔 詞 帝 経 で は Tri. 1 g8zggo が 52 の 0 と し て 訳 さ きれ て いる . 


)、Nidanakatha は 散文 の み の 要 約 .( 外 天 は 多数 の 神々 を 伴う ). 江 羽 で は 五 律 が Vin 
と 偶 ・ 散文 と も に 一 致 . 大 本 は D と 対応 する が 散文 の み ( 話 7 参照 ). 四 分 律 は 散 


文 と 4 偶 ⑬L 1.2。。 Tri. 1.2) の み で Faii より ゃ 基本 形 に 近い . 増 一 阿 含 は 2 信 
(Tri 2: It 対応 偶 ) を 含む 散文 で Pali 的 version の 二 次 的 要約 か . 仏 本 行 集 経 は 


- 偶 ・ 散 文 と も Pali と よ く 一 致す る が 多数 の 偶 が 増補 され る . 過去 現在 因果 経 は SL 


活 応 の 3 偶 の み 含み 散文 内 容 が 少し 変化 (大 将 天 王 な ど 3 神 登場 : : 2 週間 の 経過 ). 


5) Tri 1 の 人 欠如: 追加 の 2 偶 (後述 ) が C の 後に くる . 


6) Pali Myu で は A ん に. 6747g- -7@72. .「 人 々 は 執着 を 喜び と し ・ | の 一 節 が 加わ る . 


7 No 29 [ 世 尊 の 安 竹 &/e6 > 開 の 7 の 6 の (に つい て の 思索 と 1 /Jag. の 3 傷 ] 


の 話 が 大 本 経 の 将 天 勧請 青 の 直前 に 現れ る . (Mahavadanasatra [MAS] 9e 1/3,。 Ed 

「 WArpscHwrpr pn. 147 ま は 1t の 散文 と 第 1・ ・ 第 2 偶 の み で 第 3 偶 と 殴 天 勧請 表 を 欠く .) 
It の 3 作 は Udanavarga LUv] XXI 16 一 18 (Subai 写本 : 278 一 281 の 4 偶 ) 三 出 孔 経 
(大 正 IV 720b): 法 集 要 右 経 (大 正 IV 787c 一 788a) に 転 法輪 と 関連 し て 現れ る 、 

8) ST 137=M 1 168=II 93= ニ Vin I5=DH 39 (Niqd 1 360, 453f., T 138) (erlt: 
計 7 参照 ) Se7@ 797Z 7772 の 777777 74270/yg62 が カ 55@ 797497222 S972@727270/ 
727 2 の 72622 777277777777/77977/4 77277/77/ の 9g76 2277 S772727- cg ん ze/s02og が 77 
742272770 の の @7- s0&o/goe&g55% 7 な - 277777/777777/ [ 岩山 の 頂上 に 立っ て あま ね く 
人 々 を 見 る よう に , その よう に , 明智 ある 人 よ , 真理 か ら 成 る 高楼 に 巻 っ て , あま ね 
き 目 を も つ 人 よ , [自ら は ] 悲 称 を 離れ な が ら ゃ , 悲 医 に 沈み 生 老 に 打ち 負 か さ れ た 


一 維人 0 一 


( 72 ) 『 炉 天 勧 請 』 の 原型 ( 阪 本 ) 


人 々 を 見 渡せ 」」 6 padai a. Jag., 7 m.c.i: b. Jag.i cd Tri.j e. 13 音 節 , Aup, 
- の cadence を 持つ 不 規 則 な Tri. ?:f. Tri, 1-4 音節 U 一 一 U goe&25sg チ 1t 296 た 
- 27 リーUU. c 一 f の 頻 似 表 現 : カ 277772- が Zs の 7 @772/2s0 の so 太 7722 の 7972/ 
の g02272 -70 72 629-77e/7770 276 ye&&g77/ /Dhammapada 28 c 一 f (S1. 6 pada) 
3 =GandhariDhp 119=PatnaDhp 19= Uv iv 4 ( 三 法 旬 経 : 出 曜 経 ) 387 の 67 の - 
の 7 の 5@726 7770... -Mahabharata 12, 17, 19 て 12, 147, 11: 3, 198, 93. 
9) [Ary& 1] (帝釈 天 ) ら xi 2.7 第 1 偏 (Pali 克 天 勧請 こ は な い ) 7 が e7 9779 の 9797 の ・ 
sg の 09/ の 7272 の - -027 の の 22 27cg7 7 を e/c777272 C の 76 5 の 722277277/ cg200 0772 の 27740- 
剛 ん 72772 7 が 2//「 立 ち 上 が れ , 勇士 よ , 戦い に 勝っ た 者 , 重荷 を 下ろ し た 者 , 負債 な 
滞 者 ) 世界 を 歩き 回 れ , 娠 の 心 は 極め て よ く 解 放さ れ て い る , 十 列 夜 の 月 の よう 
人 に]。 a. 1 音節 。 一 見 cadence の 崩れ た (U 一 一 U) Tri.: b. 12 音 館 , 一 見 cadence 
に resolution を 起こ し た C り UUー 一 ) hypBer-Trii , Caupai 的 リサ ズ メス ツ で : G1. sa 
ーー (UU 一 )-vipulai d. Tri Pali の gz22(027 の ) に 対し SBV(・ "CFS カ 9726(70 の 72)。 Myvu 
の (027 の)。 Lal ze72(&272) が 対応 する が , skt. pa. 7929- (DLD- pg の > 
pkt. ヵ ggzg- か ら 諸 方 言 を 介し て 変化 し た も の で ある (cf UpaH-gathas 47 カ 27%2- 
ーー 722-: Da. 22274- 779- [O. V. HINOEER, Fs. de Jong, Canberra 1982。 246f.: do. 
谷間 SDTachen des Buddhismus in Zentralasien, Wiesbaden 1983, 28 任 ]: andfai Z// 
[nn] お よび GandhariDhp 27 2 ヵ 22 の -0227@ [J. BROUGH $ 45]). ト 
「 [Ary&. 2] (後天 ) S xi2,7 第 2 働 三 LFal 称 天 勧請 ] S 1 137 (セイ ョ に 
- は 欠如 ) = ーM I 169 ニ Vin 1 6= ニ DI 39 7 が e72 977 の 77727 の - Sg の 02/S0777 の - 2997g 247 の 
27@ /oAe/gesezz 92gg2 の 972727272/97722 の 7270 02225S772// 「… . 隊 商 の リー "ダー よ ・ 
-  ( 合 上 ). 世 尊 は 教え を 示し て 下さ い . 理解 する 人 々 も ある で し ょ う 」.a.b. 同上 : c.SL 
- pathyai d. Sl. 奇数 pada の 形 . 上 記 の 2 作 に 対応 する 傷 は Myvu・Lal で は 新 Ary& 
」 (8 は 1 matra 多い : vipu18 的 )。CPS・SBV で は や や 崩れ た Arya (前 Arya に 近 
の ) で ある . Pali の 2 偶 ふ 僅か な 変更 に より 新 Arya (ab: vipul8) に た なる: 8. 977 の 
_ の 除去 , b. Yoc. 09777 の の 末尾 延長 , 1c. 5 の 97777 一 >07S297 (Mvu・ ・SBV): 1d. 
陣 認 7777/74 の 末尾 短縮 。 最後 の 二 語 複合 語 "7 の 50- 79772: の nom. 62g229 の 末尾 短 
縮 . し か し 全 version に 共通 する a の 1m8atf3 超 財 と SBV (・CPS) の 形 を 考慮 する 
と , 先ず Arya 1 が 古 Arya で 作ら れ , それ を 基 に し て Arya 2 が 新 Ary& で 増補 
され だ た だ 可 性 も 排除 で き な い . H. SMrTH, Les deux DTosodies du Yers bouddhique, 
Tund 1950。 38 一 ー40 参 照 : eleiol 剛 すす が ALsDORF (Die Arya-Strophen des Fali- 
Kanons. Abh. Ak. Mainz, Jg. 1967,283 一 298) は Mvu 的 新 Ary& を 原形 と みな す . 
りり) 時 と 場所 を 説明 する 序文 が 話 毎 に 繰り 返さ れ , 3 ぎ 文 MA の 2 94) 
ーー が 第 3 話 と 第 を 話 の 前 に 挿入 きれ る 
1 風 が 吹か な い ・ 川 が 流れ な い ・ ・ 妊婦 が 出産 し な い 烏 が 飛ば な い ・ 火 が 燃え な い ・ 
日 月 が 昇 ら な い ・ 世 界 が 闇 に 覆 わ れる (すべ て opt.). Lal で は 一 部 変更 され る . 
12) 郊 綱 経 ・ 沙 門 果 経 等 に 見 られ る 他 宗 派 の 教 説 や 大 戒 に お ける 予言 等 の 禁止 を 参照 
us シェ ド > 希 天 勧請 公 公 部 泊 聞 律 (大 阪 大 学 輩 導師 Dr de 39 0 


